
順位

Ｈ18

0.36

H18

0.6

Ｈ19

0.1

市民の様々な学習活動を支援するため、幅広い学習活動の相談に応じたり、学習施設や講座、指導者に関する情報を提供して、市民要望に応
えるよう努めています。
また、社会教育団体の活動支援や指導者育成などの支援を行い、団体の育成を図るとともに、団体間や地域で活動しているグループとの交流
を促進するなど、団体の活性化を目指しています。

指標１

指標名

＊年間の人件費はＨ19、Ｈ20ともに805万円/年とし、人口は、70.6万人（Ｈ20.4.1現在）、71.0万人（H21.4.1現在）とした。

902 1,200

社会教育関係団体指導者研究会等
への参加者割合3

指標３
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

指標４
（単位：　）

指標５

人件費 126,352

1 指標３

指標２2

目標値の考え方（根拠）

生涯学習推進員による幅広い学習相談や市職員による出前形式のまちかど講座を実施しています。
家庭の教育力向上のため市ＰＴＡ連絡協議会（市Ｐ連）を通じ学校単位で親子がふれあう事業を実施しています。
市Ｐ連、相模原市地域婦人連絡協議会など、社会教育関係団体への活動の支援や指導者育成などを行っています。

平成20年度（決算）

指標４

施策コード

評価担当局

施策所管課

基本目標 学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

家庭の教育力向上のため、単位ＰＴＡに対して親
子でふれあう事業の実施を啓発、Ｈ22実施率
75％以上を目標とする。

15120

第１節　生涯学習の推進

社会教育団体の活性化を図る指標。平成２２年
度指導者等研修会等参加率として６０％を目標
とする。

市民ニーズへの対応指標として、利用率（登録メ
ニューのうち市民の方が利用された割合）を毎年
1 ％アップを目標とする。

生涯学習活動の支援

１　施策の目的

市民一人あたりの
事業費（単位：円）

［指導者研修会等参加者／指導者研修会等参加対象者］
＊１００

60.0

H18のメニュー利用率＝利用メニュー／登録メニュー×１０
０

［事業実施単位ＰＴＡ／全単位ＰＴＡ］×100

基準値
目標値

3,0963,108

1,125

4,870

57.7

30.0

56.5 63.9

33.0 31.0 35.034.6

0.1

指標２
（単位：% ）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

実績値

指標１
（単位：% ）

56.9

目標値

教育局

総合学習センター

※15120生涯学習関連施設の整備と統合して評価

稲葉　茂課長名

第５章　いきいきとした生涯学習社会をつくります

施　策　名

政策名（章）

基本施策名（節名）

63,562

ＰＴＡ家庭教育事業実施率

実績値 目標値

63.2

60.0 65.0

年度 平成19年度（決算） 増減の主な理由

事業費 636,518 852,121

58.5

目標値実績値

50.3 59.3

平成21年8月3日記入

平成21年度　施策評価シート

基準年
H22

実績値

H19 H20 H21

28.8

指標５
（単位：　）

56.5

総事業費・人員
（単位：千円・人）

総事業費・人員
（単位：千円・人）

◆総合計画における位置付け等

２　施策の概要

４　成果・活動指標

まちかど講座利用率

３　事業費                       　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

指標の基準値の定義

4,870

0.363,082

36.0

0.6

0.36

2,3241,125 0.1

4,870

70.0 75.0

0.6

　　 　

　 　 　 　

　

　

　

　

  



有効性

評価基準・
着眼点

市民満足度調査によ
り市民ニーズを把握
し、市民の立場に立っ
て事業展開している

4　2　1

前回（Ｈ20）評価結果との比較分析
または優先順位の最も高い指標以外で評価した理由

4　2　14　2　1

4　2　1

各事業が果たす施策に
対する目標の達成度合
いを把握し、効果の高い
事業を実施している

２次評価　昨年度３次評価意見及び改善計画書を踏まえ、指標２で評価する。これに伴い、有効性、効率性共に２点⇒４点とし、
評価をＢ⇒Ａとする。

6
評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）

　Ａ（9点以上）　　Ｂ（8点・7点・6点・5点）　　Ｃ（4点以下）

８　２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

A

７　課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計
１次評価

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

９　３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

３次評価

A

課題
・市民の学習相談や学びへの取り組みの要望が多様化している。
・社会情勢の変化により、地域の団体活動への関心や意識がうすくなっている。
・子どもたちの社会性や規範意識の低下が懸念されている状況から、家庭教育力の向上が求められている。

解決策

・学習相談や市民への学習活動の支援を充実するとともに、市民が主体的に学ぶことのできる仕組みを検討し構
築する。
・各団体が行う指導者研修会等について、参加者がより拡がるようニーズを的確に捉えた魅力あるテーマ設定
等、研修内容の充実に向けた支援を強化する。
・親子のふれあいの大切さや、家庭教育の重要さを実感できるような事業を促進する。

市民満足度

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

4　2　1

B

効率性

最小の経費で最大限
の効果を得られるよ
う、効率的に事業を実
施している

視点の種類

６　１次評価（２つの視点から評価を行う）

評価点

５　市民満足度調査結果（平成21年度実施分）
○この施策の満足度は3.279で全119施策の中で38番目。
○重要度は3.619で92番目である。
○改善要望度は-0.225で96番目である。

Ｈ20評価点

生涯学習活動の支援

20代

30代

40代
50代

60代

70歳以上

北部

西部

南部
津久井

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

2.0 2.5 3.0 3.5 4.0

　　平均　3.234

低い　←　満足度　→　高い

高
い
　←

　
重
要
度
　→

　
低
い

平均  3.892

施策 3.279 38位 3.619 92位
２０代 3.269 36位 3.550 96位
３０代 3.167 44位 3.449 98位
４０代 3.136 52位 3.456 99位
５０代 3.196 47位 3.600 89位
６０代 3.447 24位 3.759 87位
７０歳以上 3.321 69位 3.889 69位
北部 3.189 71位 3.609 97位
西部 3.468 18位 3.538 96位
南部 3.235 39位 3.694 82位
津久井 3.276 34位 3.667 83位

満足度 重要度

施策 Ｈ21 ◆
年齢別 Ｈ21◇
地区別 Ｈ21△
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